令和６年度　第３回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和６年９月１１日（水） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１２名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	６名（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	２名（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	２名
	地域住民・地域団体
	０名

	利用者
	０名
	利用者家族
	０名
	地域包括支援センター
	１名

	近隣事業所
	０名
	事業所職員
	３名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和6年９月1１日現在）
〇登録者数及び男女比
	[bookmark: _Hlk166161543]
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	登録者数
	８
	８
	８
	９
	９
	１０
	
	
	
	
	
	

	男性
	４
	４
	３
	２
	２
	２
	
	
	
	
	
	

	女性
	４
	４
	５
	７
	７
	８
	
	
	
	
	
	



〇地域 
	 
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	拓北
	０
	　０
	０
	０
	０
	２
	
	
	
	
	
	

	あいの里
	３
	２
	２
	３
	３
	３
	
	
	
	
	
	

	篠路
（篠路町上篠路）
	１
	２
	３
	３
	３
	３
	
	
	
	
	
	

	太平
	４
	４
	３
	３
	３
	２
	
	
	
	
	
	

	百合が原
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	
	
	

	東茨戸
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	
	
	



〇要介護度 
	
	要支援１
	要支援２
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	
申請中

	４月
	０
	０
	３
	３
	２
	０
	０
	０

	５月
	０
	０
	２
	４
	２
	０
	０
	０

	６月
	０
	０
	２
	４
	２
	０
	０
	０

	７月
	０
	０
	２
	５
	２
	０
	０
	０

	８月
	０
	０
	２
	５
	２
	０
	０
	０

	9月
	０
	０
	１
	５
	１
	０
	０
	３

	10月
	
	
	
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	
	
	
	
	

	2月
	
	
	
	
	
	
	
	

	3月
	
	
	
	
	
	
	
	



（2）活動報告
	7月～８月
	・春の歌ヨガ、春の歌麻雀、春の歌カラオケ・ちぎり絵制作（コスモス）
・ドライブ（幌見峠ラベンダー園、諏訪神社、当別町のひまわり畑、
当別町ソフトクリーム、百合が原公園、はまなすの丘公園）　
・梅仕事
・さわだっぷ倶楽部参加（利用者2名）・らくら、とまと祭り参加（利用者3名）
・すこやか倶楽部ボッチャ参加（利用者２名）

	９月
	・春の歌ヨガ、春の歌麻雀、春の歌カラオケ　・ちぎり絵制作（ぶどう）
・元利用者様宅の庭のぶどう狩り　・かき氷を食べに行く


※7月は前回の運営推進会議後。

〇その他、暮らしの中で行っていること
・調理、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除、洗車、草取り
・買い物（商品選び、セルフレジで会計）
・資源ごみをまとめリサイクルセンターへ持ち込み
・フットケア

（３）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R6.7.19
	【訪問忘れ】訪問
予定していた訪問を忘れていた
	本人、家族に謝罪。
すぐに訪問した。
	担当者はアラームをセット。他の職員も一日の流れを確認する。

	R6.7.20
	【怪我リスク】通い
利用者が洗濯物をベランダに出し窓を閉めようとして指を挟めた。
	すぐに指の状況確認。痛み、赤み、傷などないことを確認。
	引き違いの窓で逆から閉めると挟みやすい構造のため、窓の開閉は職員が行う。

	R6.7.20
	【誤薬リスク】通い
昼食後薬の持参忘れ
	夫に電話をし、昼食後薬は服用なしでと指示もらった。
	送迎時に薬の確認をする。業務日誌の送迎欄に薬と記載。

	R6.7.25
	【誤薬リスク】訪問
訪問看護が休みのため夕薬のセットをしてこなくてはならなかったのを忘れた。
	夕方訪問して服薬介助をした。訪問看護へ報告した。

	業務日誌にいつもと違う予定については訪問欄に赤字で記載。


	R6.7.26
	【誤薬リスク】通い
朝昼の確認だけして違う曜日の薬を飲ませてしまった（薬は同じ）

	間違えた曜日の薬包を記載しなおした。
	薬を手渡す前に間違いがないか2名でチェックする。

	R6.7.31

	【転倒リスク】訪問
冷蔵庫に向かう時に、段ボールの端に足をひっかけふらついた。
	側に駆け寄り支える準備をした。段ボールの飛び出た部分を内側にしまった。
	家族に状況伝達。

	R6.8.2
	【転倒リスク】通い
春の歌の玄関の段差踏み外して前のめりになり手をついた。
	すぐに脇を支えた。
	足元気を付けるよう注意喚起の声掛けする。

	R6.8.3
	【離設リスク】通い
トイレの後外に出たのに気付かなかった。自分で戻ってきた際のドアの音で気づいた。
	すぐに声掛けして建物の中に入った。
	利用者がトイレに入った際は職員間で声掛けし見守り。

	R6.8.12
	【誤薬】訪問
朝、服薬必要な訪問忘れ。
	夕方訪問した際に本人に謝罪。
朝の薬はスキップした。
	自分の担当する訪問、送迎の流れを紙に書きだし、済んだらチェックを入れる。
アラームかける。

	R6.8.16
	【転倒】通い
外でたばこを吸う方から、外で転んだとの報告受けた。詳細不明。
	職員付き添っていなかった。
	たばこを吸いに出る時は職員付き添う。

	R6.8.19
	【訪問忘れ】訪問
業務日誌の見落としで訪問を忘れた。
	気づいてすぐに訪問した。
	一日の自分の役割、時間の流れを就業開始時には必ず確認する。

	R6.9.6
	【誤薬リスク】訪問
前日処方された薬を受け取るのを忘れた。
	すぐに気づき、自宅に引き返して薬を取ってきた。
	いつもと違う内容については、業務日誌に赤字で記載し、就業開始時に担当者が確認する。

	R6.9.6
	【訪問忘れ】訪問
タイマーのかけ忘れで訪問時間を過ぎてから気づいた。
	気づいてからすぐに訪問した。
	就業開始時に一日の流れを書き留めるとともにタイマーをセットする。




（4）職員研修参加状況
	日付
	研修名
	主催者
	参加者

	R6年7月10日(水)、17日（水）、24日（水） オンライン
	エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽

	R６年９月１７日（火）

オンライン（zoom）
	令和６年度北海道ブロックエイズ治療拠点病院（北海道大学病院）HIV/AIDS出張研修
	北海道大学病院HIV診療支援センター
	春の歌
全職員

	R6年9月19日（木）

zoom

	第88回ケアスタッフ研修会
認知症の人と家族を理解する
	NPO法人中空知・地域で認知症を支える会
	鬼塚亜美


	R6年９月２５日（水）
北区民センター3階区民ホール
	「認知症の方とその家族への支援」に関する多職種意見交換会
	認知症支援ネットワーク

	鬼塚亜美
杉本香陽

	R6年9月26日（木）
TKP札幌ビジネスセンター赤レンガ前　ホール５H
	2024年度グループホームにおける権利擁護等についての研修
	一般社団法人北海道認知症グループホーム協会
	髙倉一恵

	R６年９月29日（日）
WEB視聴
	第２２回認知症を考える会～共生社会の実現を推進するための認知症基本法施行元年を迎えて～
	三豊市立西香川病院（認知症疾患医療センター）
	鬼塚亜美


※令和６年９月１１日以降の日程は予定

（5）事業所の地域参加
	R6年8月9日（金）
	生活支援ボランティア事業化に向けての打ち合わせ（鬼塚）

	R６年８月20日（火）
	おうち食堂打ち合わせ（鬼塚）

	R６年８月20日（火）
	拓北あいの里ケア施設町内会８月例会（鬼塚・杉本）

	R６年8月22日（木）
	認知症介護困りごと相談　語り合いふわふわカフェ参加（鬼塚）

	R６年8月29日（日）
	拓北・あいの里連合町内会第５ブロック防災避難訓練（鬼塚）

	R６年９月６日（金）
	北海道医療大学病院　院内作品展示（新野さんの絵）

	R6年９月11日（水）
	グループホームのどか・グループハウスのどか運営推進会議参加（鬼塚）

	R６年９月17日（火）
	拓北あいの里ケア施設町内会９月例会（鬼塚・杉本）

	R6年９月19日（木）
	認知症介護困りごと相談　語り合いふわふわカフェ参加（鬼塚）

	R６年９月23日（月）
	おうち食堂（鬼塚）


※令和６年９月11日以降の日程は予定

２．地域への情報提供 
【包括】
・「認知症の方とその家族への支援」に関する多職種意見交換会のご案内。


３．質疑応答
・避難訓練は毎月？（高崎さん）⇒春の歌は年２回以上としています。火災、地震、水害と災害の種類によっても想定して行わなければならないと考えています。また、小規模多機能は通いの人、訪問の人の想定でもどのように動くのか考えておかなければならないです（鬼塚）
・水害の時、線路を渡った拓北小学校に行くのが困難な場合は擁護学校でも受け入れできるのでしょうか（鬼塚）⇒養護学校は福祉避難所になっているが、受け入れ可能な人数がある。また、垂直避難を想定した際は養護学校は平屋なので、養護学校より春の歌の2階に避難のほうがよいかも（高崎さん）
・ひやりハットの訪問忘れについて、都度予防策を考えており担当者がアラームを必ずセットすることにしているが、それを忘れることもある。訪問、通いの全体を記憶するのは難しく忘れないような方法を模索している（鬼塚）⇒担当者それぞれでのアラームと春の歌全体のアラームで忘れ防止にならないか。


４．次回開催 
令和６度 第４回春の歌運営推進会議は、11月1２日（火）１３：３０から開催いたします。
（反省点）
出席者に依頼しているつもりで直前のお知らせをしていなかったため、今回は欠席が多かった。次回からは直前のお知らせをしていく。
